
令和５年（2023 年）３月１７日  

  

一般財団法人 ⻄宮市体育協会 御中  

⻄宮市スポーツ推進課  

運動施設整備担当  

  

  

⻄宮中央運動公園及び中央体育館・陸上競技場等再整備事業「要求水準書（案） 

に対する意見について（回答） 

  

 

日頃より、本市スポーツ行政に多大なるご貢献をいただきまして、厚く御礼申し上げます。 

さて、このたびは非常にお忙しい中、各種目協会・団体からの意見を集約くださり、誠

にありがとうございます。 

いただきましたご意見・ご要望につきまして、本市の考え方をまとめましたので、別紙

のとおり回答いたします。 可能な限り「要求水準書」に反映いたしました。また、そう

でない場合についてもご意見として確認させていただき、今後の施設計画の参考とさせ

ていただきたいと考えております。 

これからも折に触れまして、ご意見等をお伺いする機会があるかと存じますが、引き続

きご協力のほどどうぞよろしくお願いします。 

なお、ご質問・ご不明な点などがございましたら、下記担当までお問合せください。  

まずは、書面をもちましてご回答いたします。  

  

 

 

【お問合せ先】  

               ⻄宮市スポーツ推進課 運動施設整備担当 田中・栗山  

                ＴＥＬ  ０７９８−３５−３４２６ 

                e-mail  k_shatai@nishi.or.jp 

 



No. 項目名 意見提案内容 市回答案

1
本事業
の施設
構成

建築施設に武道場を加え、「新体育館へ併設も可」と記載 ご意見として確認しました。
なお、すでに12/26公表資料P45
下部「ク」で「武道場を新中央
体育館内に設置する場合、現施
設が別棟であることを鑑み、メ
インアリーナが大会等に使用さ
れている際にも、サブアリーナ
や武道場の利用が円滑に行える
ように動線を区分すること。」
と記載しております。

2
施設構
成の概
要

・柔道２面以上、剣道２面以上の公式試合が同時開催可能（１競技の場合は
最大で４面以上で公式試合が可能）
・観覧席200人程度

ご意見を参考に修正します。

3
諸室計
画

a現施設が別棟であることや、大規模災害時には新中央体育館が避難所やそ
れに付随する機能を担うことに留意して、設置場所や形態を別棟にするなど
可能な限り考慮すること。

ご意見を踏まえまして、以下の
通り修正します。
「・・・設置場所や形態（別棟
とするなど）を考慮するこ
と。・・・」

4
諸室計
画

c柔道や剣道の公式試合場を計４面以上設置できること ご意見を参考に修正します。

5
諸室計
画

k柔道畳は滑り止め付きかつ可搬性のあるものとし、４面分以上を備えるこ
と。うち、２面分は常設とする。

ご意見を参考に修正します。

6
諸室計
画

o器具庫を適宜儲けること。その際、柔道畳は最低でも４面分を備えるこ
と。うち、２面分は常設とする。

ご意見を参考に修正します。

7
追加送
付分含
む

・柔道畳の品番・マット・サン
ドバッグ・移動式電光表示装置
は参考にさせていただきます。
ただし、サンドバッグの設置形
態は、スタンド型または天井
フックとする予定です。
・マット・サンドバッグの数量
については、事業者の調整に委
ねることとする予定です。
・畳運搬車の台数については、
原則として３台を超える台数は
事業者の調整に委ねることとす
る予定です。

8
追加送
付分含
む

・ジョイントマットはリストに
加え、詳細については事業者の
調整に委ねる予定です。
・それ以外の項目は共用備品と
して整理しリストに加え、詳細
については事業者の調整に委ね
ることとしています。

【別紙】

施

設 
諸室 種目 

主要器具・ 

品名 
数量 

分

類 
（参考） 

メーカー 
（参考）品番 備考 

体育
館 

武道
場 什器 柔道畳 

320

枚 
● クザクラ 

全柔連公認畳

（密着式）

SV27 

隣接する器具庫に台車ごと収納 

体育
館 

武道
場 什器 柔道畳 

128

枚 
● クザクラ 

全柔連公認畳

（密着式）

SV27 

部屋に敷き込む（通常は畳常設

とする） 

体育
館 

武道
場 什器 畳運搬車 10 台 ● クザクラ SV100 

数量は、利用想定・必要性等に

応じて適宜調整してもよい 

体育
館 

武道
場 什器 マット 2  クザクラ S911 柔道競技以外でも使用可とする 

体育
館 

武道
場 什器 サンドバッグ 2  

ボディメー

カー 

KB020 

 150cm 

完成品を納品すること。柔道場及び他１

ケ所、計２ヶ所以上の取り付けフックを設

置すること。備品倉庫へ収納すること 

体育
館 

武道
場 

各種スポ

ーツ 

移動式電光 

表示装置 
4 式  モルテン UX0110K 備品倉庫へ収納すること 

 

施

設 
諸室 種目 主要器具・品名 数量 

分

類 

（参考） 

メーカー 

（参考） 

品番 
備考 

体育
館 

アリー
ナ 

軽スポ

ーツ 
ジョイントマット 576  

富士スポ

ーツ工業 
FJ1000-

A-1 

幼児体操、空手競技など。

備品倉庫へ収納すること 

体育
館 

武道
場  防具 面・胴

一式 

5 式  ウイニング SS-1 

SS-3 

共用。備品倉庫へ収納

すること 

体育
館 

武道
場  ミット 20  

ボディメー

カー 
ビッグミット

DX 

共用。備品倉庫へ収納

すること 

体育
館 

武道
場  杖 3  

（株）星

道 
六尺杖 

共用。備品倉庫へ収納

すること 

体育
館 

武道
場  拳法面 3  

明倫産

業（株） 
N-2 備品倉庫へ収納すること 

体育
館 

武道
場  拳法面 2  

明倫産

業（株） 
N-3 備品倉庫へ収納すること 

体育
館 

武道
場  拳法胴 5  

明倫産

業（株） 
N-8 備品倉庫へ収納すること 

体育
館 

武道
場  拳法胴 5  

明倫産

業（株） 
N-9 備品倉庫へ収納すること 
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No. 項目名 意見提案内容 市回答案

【別紙】

9
追加送
付分含
む

共用備品として整理しリストに
加え、詳細については事業者の
調整に委ねることとしていま
す。

10
諸室計
画

o器具庫を適宜設けること。(将来的な収納量増大にも備え、 扉の大きさや
搬入、搬出が効率的に行えるよう確保のこと)

ご意見として確認しました。
また、次の№１１の回答も参考
にしてください。

11
諸室計
画

a 【資料-15「(参考)備品一覧」】に記載されたスポーツ備品 が適切に収納
できる規模・形状とし、将来の備品の増加を考慮すること。
b 搬出入を考慮した配置として、段差を無くすなど適切な搬出入口を計画す
る。
体操競技の器具は、重さもあり大きいものが多い。体育館を傷つけない、器
具を傷つけないためにも、倉庫への出し入れが容易になるような構造にして
いただきたい。
具体的には以下の項目などに配慮いただきたい。
・倉庫自体が広い
・倉庫入口が複数あり、また大きい（広い）
・倉庫内に階段、段差がなく、同一フロア内で器具の出し入れができるよう
要望する

ご意見を踏まえまして、以下の
通り修正します。
「a 【資料－15「（参考）備品
一覧」】に記載されたスポーツ
備品が適切に収納できる規模・
形状とし、将来の備品の増加を
考慮すること。また、段差がな
く保管棚を適宜設置するなど効
率的な収納・保管ができるよう
にすること。
b 搬出入を考慮した配置とする
とともに、扉の位置や大きさな
どにも配慮し、適切な搬出入口
を計画すること。」

12
諸室計
画

近年の体育館の空き状況は少なく、各協会、大会の開催日数を少なくした
り、別館を利用したりするなど、大会規模を縮小せざるを得ないような状況
が続いている。今後も、そういった状況が続くことを考えると、サブアリー
ナでの大会実施なども考えられるため、サブアリーナでも体操競技の大会が
実施できる仕様（フロア床面に器具固定金具の設置）にしていただきたい。
また、器具の移動・準備に関しても、サブアリーナでの競技実施が可能にな
るように、器具庫の位置や導線に配慮していただきたい。

ご意見として確認しました。
具体的な協議は、事業者決定後
に行う方向で検討してまいりま
す。

13

体操競技、備品リスト「体操得点表示盤 セノーAS056062」に関して
体操競技の上位大会の得点表示はモニターでの表示が一般的になってきてお
り、得点表示盤は使用しない傾向になってきている。近年では、上位大会だ
けではなく、地方大会レベルでもモニター表示の大会が増加傾向にある。そ
こで、新中央体育館の備品に関しても従来の得点表示盤ではなく、モニター
設置をお願いしたい。また、審判の採点結果をモニター表示するためのタブ
レット端末も同時に揃える必要がある。台数、個数は多いが、得点表示盤を
揃えるより場所も取らないため、モニターとタブレットの設置をお願いした
い。
○モニター：
　　モニター75インチ程度とモニター表示のための機器（Fire TV Stick）12セット
○タブレット：8インチ程度で50個（Fire HD ８など）

ご意見として確認しました。
近年の使用実態を考慮し検討し
ています。
※№４の大型電光得点表示装置
との兼用の可能性も含めて、仕
様などは事業者の提案に委ねる
こととします。

14

旧備品の取り扱いに関して
新体育館に新しい備品がそろうことで、現体育館の備品が不要になる場合が
あると思います。ものによっては廃棄するにはもったいないものもあると考
えられます。新体育館に引き継ぐもの、廃棄するもの、各協会に譲渡するも
のなどに仕分けしていただくと廃棄費用や廃棄による環境負荷も少なく済む
と思います。
各協会にとってプラスになるような備品の取り扱いができればいいと思いま
す。

ご意見を踏まえまして、以下の
通り修正します。
「現中央体育館の備品について
は、廃棄または他施設への所管
替え等を市の備品台帳に入力
し、廃棄処分及び引継（移設作
業を含む。）を行うこと。」
なお、具体的な協議は、事業者
決定後に行う方向で検討してま
いります。

施

設 
諸室 

種

目 
主要器具・品名 

数 

量 

分 

類 
（参考） 

メーカー 
（参考）品番 備考 

体育
館 

武道
場  

別製胴フトン 

（大人用） 
5  

明倫産業

（株） 
N-12（大人用） 備品倉庫へ収納すること 

体育
館 

武道
場  

別製胴フトン 

（子供用） 
5  

明倫産業

（株） 
N-12（子供用） 備品倉庫へ収納すること 

体育
館 

武道
場  股当 5  

明倫産業

（株） 
N-14 備品倉庫へ収納すること 

体育
館 

武道
場  

8 オンスマジックテ

ープ式グローブ 
5  

明倫産業

（株） 
N-18（大人用） 備品倉庫へ収納すること 

体育
館 

武道
場  

6 オンスマジックテ

ープ式グローブ 
5  

明倫産業

（株） 
N-20（子供用） 備品倉庫へ収納すること 

体育
館 

武道
場  パンチングミット 1  

明倫産業

（株） 
PM-20 備品倉庫へ収納すること 
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No. 項目名 意見提案内容 市回答案

【別紙】

15
諸室計
画

e  メインアリーナとサブアリーナの同時利用により、1日で多数の試合を行
う必要がある大規模大会(県・近畿レべルの大会)などを開催（バトミントン
競技においては１６面程度、卓球においては７０台設置が可能など）など）
できるよう、動線や音響等に配慮すること。
バドミントン競技では、近畿大会、全国開催出来る、サブ体育館あわせ
て、１６面コートの確保をお願いしたいです。
備品については、得点板が古く、使用出来ないのもあり、新しい得点板ス
コアーボードを要望します。

ご意見として確認しました。
具体的な協議は、事業者決定後
に行う方向で検討してまいりま
す。
また、得点板など備品類は新し
い製品に更新する予定です。

16
諸室計
画

p  間仕切りネットにより、分割して各競技１面から利用できるようにする
こと。また、ネットの材質・形状等については、大会が同時開催された場合
のプレー及び運営等に配慮することが望ましい。
体育館使用では、今は全面、半面のみの、使用予約ですが、神戸などであ
る、よりどの競技もシェア出来るように、貸し出しを一面から貸し出しなど
が出来たら、予約しやすくなります。
その際シェアーするため、背の高い仕切りネットや仕切り版が必要になり
ます。

ご意見として確認しました。
具体的な協議は、事業者決定後
に行う方向で検討してまいりま
す。

17
空気調
和設備
計画

ウ　メインアリーナ及びサブアリーナの空調は調湿機能を含み、バドミント
ンや卓球等、風の影響を受けやすい競技への影響がないよう配慮すること
感染対策、冷暖房もシャトルに影響ないのが必要です。

ご意見として確認しました。
具体的な協議は、事業者決定後
に行う方向で検討してまいりま
す。

19
施設構
成の概

要

新陸上競技場
　・屋根(一部)付きメインスタンド 観覧席1,000人程度
　　※屋根は、最大収容人数の20％以上に相当する席数を覆う程度とする。
　⇒・屋根付きメインスタンド 観覧席1,000人以上
　　　※屋根は、観覧席全体を覆うこと
観覧席の屋根について、要求水準書(案)では「最大収容人数の20％以上に
相当する席数を覆う屋根を設置すること」となっているが、「メインスタン
ドの観覧席全体を覆う屋根を設置すること」に修正していただきたい。雨天
時の観戦や大会開催時には参加選手の待機場所となることなども想定する
と、必要な仕様と考える。

ご提案内容は、事業費（陸上競
技場建設費）に大きな影響を与
える可能性があり、「要求水準
書」の記載内容変更は難しいも
のと考えていますが、貴重なご
意見として確認しました。
なお、陸上競技場観覧席の屋根
については、要求水準を満たす
形で事業者に委ねています。

施設構
成の概

要

新中央体育館
メインアリーナ：バスケットボールコート公式3面分
⇒・40m×20mコート２面分以上
サブアリーナ：バスケットボールコート公式１面分以上
⇒・40m×20mコート２面分（以上）
・観覧席の設置については大会の円滑な開催に配慮した上で、事業者の提案
に委ねる。
⇒・100名程度以上が観覧可能な座席またはスペースを設ける。
アリーナ及びサブアリーナについて、要求水準書(案)では「バスケット
ボールコート公式●面分」となっているが、「40ｍ×20ｍコート●面分」に
修正していただきたい。フットサルコートは（ハンドボールも）は40ｍ×20
ｍであるため。
要求水準書(案)では「メインアリーナ３面分、サブアリーナ１面分以上」
となっているが、「メインアリーナ２面分以上、サブアリーナ２面分」に修
正していただきたい。同じ面積でもこちらの方が別々の大会等を同時に開催
する場合のメリットが大きいと考えられるため、先行予約の逼迫状況を鑑み
ると修正すべきと考える。難しいようであれば、せめて「メインアリーナ３
面分、サブアリーナ１面分以上　または、メインアリーナ２面分以上、サブ
アリーナ２面分」に修正していただきたい。
サブアリーナ観覧席について、要求水準書(案)では「大会の円滑な開催に
配慮した上で、事業者の提案に委ねる」となっているが、「100人程度以上
が観覧可能なスペースを設ける」に修正していただきたい。しっかりとした
観客席を設置するかどうかは別にして、メインアリーナとサブアリーナで
別々の大会等を同時に開催することを想定している以上、サブアリーナにも
少しは観客が入れる仕様とすべきである。

ご提案内容は、事業費（体育館
建設費）に大きな影響を与える
可能性があり、「要求水準書」
の記載内容変更は難しいものと
考えていますが、貴重なご意見
として確認しました。
なお、アリーナの形状・面積・
サブアリーナへの観覧席の設置
などについては、要求水準を満
たす形で事業者に委ねています
が、事業者との協議・調整にお
いて、可能な範囲で考慮させて
いただきます。

18
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No. 項目名 意見提案内容 市回答案

【別紙】

20
諸室計
画

①新中央体育館
ア　メインアリーナ
ａ　フロアは40m×20mコート２面分以上の広さを 確保すること。(オフィ
シャルテーブルやチームベンチなどのエリアも考慮し、円滑な大会運営がで
きること。)
イ　サブアリーナ
ａ　40m×20mコート２面分以上を確保すること。
ｉ　100名程度以上が観覧可能な座席またはスペースを設けること。
②新陸上競技場
イ　観覧席
ｂ　メインスタンドは、観覧席全体を覆う屋根を設置すること。
※いずれも、Ｐ２８～２９と同様の修正

①②について、ご意見として確
認しました。
なお、前の№１８・１９の回答
も参考にしてください。

21
諸室計
画

ア　メインアリーナ
e  メインアリーナとサブアリーナの同時利用により、1日で多数の試合を行
う必要がある大規模大会(県・近畿レべルの大会)などを開催（バトミントン
競技においては１６面程度、卓球においては７０台設置が可能など）できる
よう、動線や音響等に配慮すること。

ご意見として確認しました。
具体的な協議は、事業者決定後
に行う方向で検討してまいりま
す。
ただし、卓球については、想定
するアリーナ面積で１度に卓球
台７０台を設置することは難し
いものと考えています。なお、
体育館全館では、卓球台の台数
は計６０台保管する予定です。

22
諸室計
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a  個人・各団体等が本施設で使用する物品(スポーツ用品等)を保管できる
ロッカーを設置すること。
協会毎の用具等の保管倉庫があれば運営上大変助かる。是非設置をお願い
したい。
50万人の中核都市として他市に誇れる立派な施設が必要である。
卓球の試合の場合、アリーナに５０台、すぐ横移動できるサブアリーナに
２０台以上設置できるスペースが望ましい。
観客席はどちらにも必要。
全国大会や国際大会等開催できる便利で有名な西宮市として宝となる。

ご意見として確認しました。
また、ロッカーについては、貸
しロッカーを設置する方向で検
討しています。
なお具体的な協議は、事業者決
定後に行う方向としておりま
す。

23

駐車場の動線も大変気になるところである。現在の動線が一番望ましい

が、前の計画では１７１号線との混雑が予想される。変更をお願いしたい。

ご意見として確認しました。
具体的な協議は、事業者決定後
に行う方向としております。

24

今の場所で体育館建設であれば、陸上競技場を別の場所へ切り離すべきで

ある。

参加者の足を考慮すると、アサヒビールの跡地利用が最も望ましい。阪

急、JR阪神のどこからもアクセス可能。返す返すも悔しく、残念である。復

活可能か？

ウクライナ進攻等の世界情勢から資材高騰等の原因で予算や、規模等縮小
ならば慌てずに、場所を十分に再検討し、悔いの残らない施設建設を望む。

ご意見として確認しました。

25
諸室計
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f 陸上競技のフィールド種目(跳躍・投てき)に加え、サッカー、アメリカン
フットボール、ラグビー等の競技にも対応する仕様とする。なお、105m×
68m 以上の多目的利用のサッカーフィールドは必ずインフィールドに収める
こととし、120m 以上×70m 以上のラグビーフィールド(人工芝)を確保する
こと。ただし、プレーに支障のない範囲は一部トラックに掛買っても差し支
えない。※臨時で人工芝を張るなどの対応可。
現在の利用は、西宮浜多目的人工芝グランドのみの利用となっております
が、中央運動公園の再整備にあたり、将来の利用及び中央公園グランドの機
能充実を考えてラグビー設備の設置を要望いたします。具体的には、ゴール
ポスト、ライン等の設置になります。

ゴールポスト（新設備品等リス
トに記載あり）、ラインは用意
いたします。
なお、具体的な協議は、事業者
決定後に行う方向で検討してま
いります。
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【別紙】

26
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d  格技（剣道・空手・少林寺拳法・なぎなた等）に使用する床は武道場の
利用にふさわしい木製フローリング材とする。 裸足で使用するため、施工
は慎重に行うこと。
l  柔道畳運搬台車の設置などにより、器具庫への柔道畳の搬出入作業の負
担軽減に配慮すること。台車は、移動の際、床を傷つけない車輪のものとす
ること。
武道場・剣道場に関しては、床の板張りを慎重に作業して頂きたいです。
裸足での競技の為、少しの凹凸も危険を伴います。
他競技との共同使用も避けてほしいところです。（器具の移動での傷つき
等）

武道場は、現行の使用形態と同
じく、大人向け・子ども向けに
関係なく卓球・ヨガ・体操など
の利用も想定して計画しており
ますが、ご意見を踏まえまし
て、以下の通り修正します。
「d 床は武道場（剣道・空手・
少林寺拳法・なぎなた等）の利
用にふさわしい木製フローリン
グ材とすること。なお、裸足で
の利用想定が多いため、施工は
慎重に行うこと。」
また、台車の記載については、
別途検討してまいります。

27
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o  武道団体が使用できる器具庫を適宜設けること。その際、柔道畳は最大
で4 面分 を収納することを考慮すること。
j  観覧席は1面あたり 50 人程度収容可能とし、大会開催時の観戦に配慮し
た計画とすること。その際、車いす利用者の 観覧スペースを設けるなど、
法令で定められた規定を遵守し、障害者にも観覧しやすい環境とすること。
なお、座席形態は事業者提案とし、利用者の利便性に資する場合など、観覧
席スペースを一部パーテーション等で仕切れば控え室等に使用できるフリー
スペースとすることや、収容人数確保のためパイプ椅子等の設置で代替とす
ることを可とする。
現在の格技場、入室後右側に待機室・備品置き場の部屋があり、講習会講
師の待機場所、大会等行事の備品置き場として使用しています。他の武道協
会と共同で使用する部屋の確保をお願い致します。

ご意見として確認しました。
ただし、個別団体が使用可能な
器具庫を別途設ける予定はござ
いません。
また、観覧席スペースの記載に
ついては、別途検討します。
なお、具体的な協議は、事業者
決定後に行う方向で検討してま
いります。
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